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i 地域の団体・企業と京大の教職員・学生が連携することで京都を中心とした各地域の課題解決を目指し、またそれら
の取り組みの中で学生の実践的な学びを促進する事業を行っている。 
ii https://www.teraschool.jp/  
iii 京都府木津川市木津南垣外15-2；https://www.facebook.com/kichikichi2016/ 
木津川市役所のすぐ北隣。1階のカフェ「理科準備室」ではランチなども提供しておりとてもおいしい。 







































































































fig.2 出題した問題  
 
fig.3 スライドの抜粋  
 


















































































                                                          
vi http://ronkouweb.design.kyoto-u.ac.jp/ 
fig.4 集めた音を整理・分析するシートの一例 

















































































































































                                                          
vii 上田信行・中原淳『プレイフル・ラーニング ワークショップの源流と学びの未来』三省堂、2013年、p.197 
 「デザイン学」への問い 
+ 子ども向けワークショップの設計をデザイン学から眺めたらどうなるか。 
+ 研究や学問の面白さと社会課題の解決を結び付けるデザイン学は何か。 
